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就任のごあいさつ
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就任いたしました。
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みなさんに信頼される身近な議会を目指してまいります。
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許さない！

ハラスメントは
許さない！
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議会のあらまし

　

近
年
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
官
民
問
わ

ず
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
は
人
権
問
題
で
あ
り
、
個

人
に
も
組
織
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま

す
。
交
野
市
議
会
も
、
市
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
議
会
と
し
て
そ
の
役
割
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
の
取
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
議
会
運
営
委
員
会
を
主
体
に

１
年
間
か
け
て
調
査
や
協
議
を
行
い
、

こ
の
た
び
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
の
制
定
に
至
り
ま
し
た
。

条
例
の
概
要

　

こ
の
条
例
で
は
、「
議
員
か
ら
議
員

へ
」
及
び
「
議
員
か
ら
職
員
へ
」
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
の
体
制

等
を
定
め
て
い
ま
す
。

≪
相
談
体
制
の
整
備
≫

・�

被
害
を
受
け
た
り
目
撃
し
た
り
し
た

議
員
を
対
象
に
、
正
副
議
長
と
議
員

相
談
員
２
名
に
よ
る
相
談
窓
口
を
設

け
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
府
議
会
が
設

け
て
い
る
外
部
窓
口
を
利
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

・�

職
員
は
行
政
が
設
け
る
相
談
窓
口
を

利
用
し
ま
す
。

≪
事
実
関
係
の
把
握
～
対
応
≫

・�

議
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
相
談
者
や

当
事
者
か
ら
事
実
関
係
の
把
握
を
し

ま
す
。
ま
た
、
弁
護
士
な
ど
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
有
識
者
の
意
見
も

聞
い
た
上
で
、
事
実
認
定
（
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
あ
っ
た
と
の
認
定
）
を
す

る
か
判
断
し
ま
す
。

・�

事
実
認
定
が
さ
れ
た
場
合
、
議
会
の

幹
事
長
会
議
に
（
被
害
者
が
職
員
の

場
合
は
市
長
に
も
）
報
告
し
た
後
、

議
会
Ｈ
Ｐ
に
て
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

≪
そ
の
他
の
規
定
≫

・�

議
員
を
対
象
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

・�

被
害
者
や
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
に
配
慮
し
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

・�

研
修
の
実
施
状
況
や
相
談
の
受
付
状

況
を
公
表
し
ま
す
。

おりひめちゃんおりひめちゃん
星のあまん星のあまん

第３回議会（定例会）が
開かれました

令和７年

　

第
３
回
議
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
ま

で
の
31
日
間
を
会
期
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
か
ら
２
日
間
で
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）、
各
委
員
会
委
員
、
派

遣
委
員
な
ど
を
選
出
し
、
新
た
な
体
制
（
６
ペ
ー

ジ
下
段
参
照
）
で
の
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

３
日
か
ら
本
格
的
な
議
案
審
査
が
始
ま
り
、
６

件
の
報
告
案
件
を
受
け
、「
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
」
な
ど
２
件
の
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
」
な
ど
３
議
案
を
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
、

「
令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
」
な
ど
15
議
案
を
都
市
環
境
福
祉
常

任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

９
月
12
・
16
・
17
日
に
は
、
市
政
全
般
に
対
す

る
一
般
質
問
（
３
～
７
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
終
日
10
月
１
日
に
は
、
２
常
任
委
員
会
か
ら

の
付
託
案
件
の
審
査
報
告
後
、
付
託
さ
れ
て
い
た

案
件
の
う
ち
、
５
つ
の
決
算
を
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
、
そ
の
他
す
べ
て
の
議
案
を
認
定
又
は
可

決
し
ま
し
た
。
最
後
に
、「
議
員
の
派
遣
」
並
び

に
議
会
運
営
委
員
会
及
び
２
常
任
委
員
会
の
「
所

管
事
務
調
査
」
を
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
、
第
３
回
議
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

（
案
件
の
内
容
及
び
結
果
は
８
～
９
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

交
野
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
に
つ
い
て
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一般質問（令和７年第３回議会定例会）

問　

本
年
、
実
施
さ
れ
た
万
博
国
際
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
参
加
し
た
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
や
感
想
は

答　
「
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
か
っ
た
」「
ま

た
開
催
し
て
ほ
し
い
」
等
の
声
が
多
く

み
ら
れ
た

学
校
教
室
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

問　

高
温
環
境
に
対
し
て
各
学
校
現
場

で
は
、
ど
の
よ
う
な
緊
急
措
置
を
講
じ

た
か

答　

水
ミ
ス
ト
の
設
置
や
屋
上
の
温
度

を
下
げ
る
た
め
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の

設
置
等

問　

中
長
期
的
な
改
善
計
画
は

答　

令
和
９
年
度
と
10
年
度
に
空
調
機

未
設
置
の
特
別
教
室
も
含
め
た
空
調
機

の
一
斉
更
新
を
行
う
予
定
。
屋
上
防
水

実
施
の
際
は
断
熱
材
の
施
工
と
外
壁
改

修
時
に
も
遮
熱
塗
料
等
を
検
討

要
望　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
の

も
と
で
学
習
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
教

育
体
制
の
充
実
を

多
機
関
協
働
事
業
に
つ
い
て

問　

多
機
関
協
働
事
業
の
運
営
に
際
し

市
と
社
会
福

祉
協
議
会
の

利
点
を
ど
う

活
か
す
の
か

答　

今
後
は

市
が
中
心
と

な
り
福
祉
部
内
の
専
門
職
か
ら
構
成
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
活
用
。
今
年

度
８
月
か
ら
は
健
や
か
部
内
の
専
門
職

も
参
画
。
社
協
は
行
政
と
地
域
の
橋
渡

し
役
的
な
役
割

要
望　

新
た
な
縦
割
り
が
生
じ
る
こ
と

の
な
い
よ
う

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問　

き
ょ
う
だ
い
同
士
の
交
流
は

答　

今
年
度
は
新
た
に
き
ょ
う
だ
い
同

士
の
交

流
を
休

日
保
育

日
等
に

実
施
予

定要
望　

ご
意
見

等
を
踏

ま
え
な

が
ら
、
保
護
者
同
士
の
交
流
等
に
お
け

る
実
施
頻
度
や
効
果
等
の
検
証
を

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

要
望　

中
長
期
的
な
視
点
か
ら
本
市
に

お
け
る
公
共
交
通
の
価
値
を
丁
寧
に
見

極
め
つ
つ
経
済
性
を
最
大
限
に
勘
案
す

る
こ
と
を
前
提
に
柔
軟
性
を
兼
ね
備
え

た
持
続
可
能
な
交
通
政
策
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
・
対
応
に
つ
い
て

問　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
現
状
は
、

ま
た
働
き
や
す
い
職
場
・
環
境
と
は

答　

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
・
職

員
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
お
互
い

に
信
頼
し
あ
っ
て
働
け
る
よ
う
な
職
場

環
境
を
つ
く
り
維
持
す
る

問　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
人
権
問
題
。
市

の
「
人
権
施
策
推
進
基
本
方
針
」
は
誰

に
対
し
て
の
施
策
か

答　

地
域
・
学
校
・
家
庭
・
職
場
な
ど

あ
ら
ゆ
る
主
体

問　

市
政
に
た
ず
さ
わ
る
個
人
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
つ
い
て
市
に
意
見
な
ど
は
来
て
い

る
か

答　

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

要
望　

対
応
が
市
の
業
務
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。
良
識
を
持
っ
た
情
報
発
信

を
。
ま
た
行
政
の
責
任
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
啓

発
推
進
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
・
対
策

の
拡
充
・
意
識
向
上
の
推
進
を

そ
の
他

倉
治
交
番
に
つ
い
て

制
定
の
経
緯

≪
令
和
６
年
≫

・�

他
市
（
議
会
）
の
事
例
を
学
び
な
が

ら
、
交
野
市
議
会
に
必
要
な
対
策
を

検
討
（
10
月
～
）

≪
令
和
７
年
≫

・�

兵
庫
県
加
西
市
議
会
（
議
会
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
条
例
を
制
定
）
を
視
察

（
４
月
）

・�

兵
庫
県
芦
屋
市
（
法
務
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
課
を
設
置
）
及
び
芦
屋
市
議

会
（
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
防
止
に

関
す
る
指
針
を
制
定
）
を
視
察
（
４

月
）

・
条
例
案
を
検
討
（
６
～
８
月
）

・�

中
村
健
人
弁
護
士
に
よ
る
講
演
会

（
７
月
）

・�

本
会
議
に
お
い
て
条
例
案
を
満
場
一

致
で
可
決
（
９
月
）

大
阪
維
新
の
会

堀　　天地

岡田　伴昌

岡田　智里

万
博
レ
ガ
シ
ー
の
活
用
に
つ
い
て　
ほ
か

児童発達支援センター

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）
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一般質問（令和７年第３回議会定例会）

問　

み
ら
い
学
園
の
初
め
て
の
民
間
の

水
泳
授
業
は
ど
う
だ
っ
た
か
？

答　

４
年
生
〜
６
年
生
の
授
業
済
の
振

り
返
り
で
95
・
５
％
の
肯
定
的
な
結
果

だ
っ
た
。

問　

屋
外
に
プ
ー
ル
が
あ
る
学
校
で
の

水
泳
指
導
の
状
況
は
？

答　

熱
中

症
対
策
が

課
題
。
屋

外
プ
ー
ル

は
老
朽
化

が
進
ん
で

い
る
た
め

補
修
等
を

し
な
が
ら
使
用
し
て
い
る
。
先
生
の
負

担
が
大
き
い
。

答　

今
後
水
泳
指
導
の
民
間
委
託
を
検

討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

河
内
磐
船
駅
周
辺
の
階
段
の

�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

答　

階
段
に
近
い
と
こ
ろ
に
主
要
管
が

埋
設
さ
れ
て

い
る
た
め
、

現
状
に
お
い

て
バ
リ
ア
フ

リ
ー
は
で
き

な
い
。

問　

主
要
な
管
の
更
新
、
移
設
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
？

答　

令
和
８
年
ま
で
低
区
配
水
池
送
水

管
の
更
新
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
工

事
が
終
わ
れ
ば
低
区
配
水
池
か
ら
築
55

年
以
上
経
過
す
る
本
管
の
更
新
耐
震
化

を
す
る
。
併
せ
て
河
内
磐
船
駅
横
階
段

の
す
ぐ
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
管
の
移

設
を
検
討
す
る
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問　

下
水
道
基
本
料
金
の
免
除
を
継
続

し
て
も
ら
い
た
い
。
市
の
考
え
は
？

答　

年
度
内
に
更
に
２
ヶ
月
分
の
免
除

を
実
現
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た

い
。浸

水
対
策
に
つ
い
て

問　

今
年
の
８
月
24
日
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨

が
発
生
し
、
市
内
で
住
宅
等
へ
の
浸
水

が
あ
っ
た
。

　

集
中
豪
雨
は
今
後
も
発
生
す
る
可
能

性
が
高
い
。
住
宅
等
の
浸
水
被
害
を
食

い
止
め
る
た
め
に
、
他
市
町
村
で
は
、

止
水
板
な
ど
の
購
入
費
用
の
一
部
に
対
す

る
助
成
が
あ
る
が
、
本
市
の
考
え
は
？

答　

止
水
板
は
浸
水
被
害
対
策
と
し
て

有
効
な
手
段
だ
。
今
回
の
豪
雨
で
も
止

水
板
を
設
置
し
て
い
れ
ば
浸
水
を
防
げ

た
可
能
は
あ
る
。
他
の
自
治
体
の
先
進

事
例
等
を
研
究
し
、
助
成
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問　

自
家
用
車
の
水
没
被
害
が
あ
る
。

一
時
的
に
移
動
さ
せ
、
浸
水
被
害
を
逃

れ
る
場
所
の
提
供
に
つ
い
て
は
い
か
が

か
？

答　

公
共
施
設
が
想
定
さ
れ
る
が
見
込

ま
れ
る
台
数
や
施
設
の
開
錠
等
な
ど
課

題
が
あ
る
。

問　

施
設
の
開
錠
不
要
な
地
域
に
検
討

い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
？

答　

毎
年
数
回
浸
水
が
確
認
さ
れ
て
い

る
地
域
か
ら
対
応
が
可
能
か
試
行
的
に

で
も
実
施
し
て
参
り
た
い
。

問　

防
災
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
、
よ

り
防
災
に
特
化
し
た
サ
イ
ト
等
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
？

答　

水
の
う
や
土
の
う
を
使
っ
た
浸
水

時
に
お
け
る
対
応
な
ど
の
防
災
情
報
に

特
化
し
た
サ
イ
ト
等
を
作
成
し
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

公 

明 

党

山下　千穂

三浦美代子

中谷　政人

　

交
野
市
議
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
重
点
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

概
ね
１
年
間
か
け
て
所
管
事
務
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
８
月
13
日
開
催
の
全
員
協

議
会
に
て
、
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
報
告
及
び
市
に
対
す
る
提

言
を
行
い
ま
し
た
。

※�

今
回
及
び
過
去
の
調
査
報
告
書
を
、

市
議
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

所
管
事
務
調
査
と
は
？

　

所
管
事
務
調
査
と
は
、
委
員
会
が
所

管
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
自
主
的
に
行

う
調
査
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
「
重
点
テ
ー
マ
に
係
る
所
管
事
務
調

査
」
で
は
、
先
進
市
視
察
や
意
見
交
換

会
等
を
積
極
的
に
行
い
、
市
に
対
し
て
、

調
査
内
容
を
踏
ま
え
た
提
言
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
に
係
る
所
管
事

務
調
査
に
つ
い
て
〈
後
編
〉

報告・提言の様子

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

水
泳
の
授
業
に
つ
い
て　
ほ
か

学校の屋外プール



かたの市議会だより（5）

一般質問（令和７年第３回議会定例会）

市
民
活
動
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

問　

地
域
振
興
課

が
青
年
の
家
に
移

動
す
る
と
と
も
に

市
民
活
動
ル
ー
ム

「
み
ん
カ
フ
ェ
」

が
無
く
な
っ
た
。

青
年
の
家
に
お
い

て
代
替
部
屋
は
あ
る
の
か
。

答　

特
定
の
場
所
は
確
保
し
て
い
な
い
。

問　

会
議
室
等
の
使
用
に
つ
い
て
市
民
活

動
登
録
団
体
に
減
免
措
置
を
図
る
こ
と
は

で
き
る
の
か
。

答　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
場
所
の
確
保
に
向
け

庁
内
外
で
協
議
・
調
整
を
図
る
。

北
陸
新
幹
線
事
業
に
つ
い
て

問　

北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
は
。

答　

北
西
部
の
概
ね
倉
治
、
私
部
、
星
田

北
を
通
過
予
定
。

問　

本
市
水
道
水
の
取
水
は
ど
の
地
層
か

ら
。

答　

第
２
～
５
層
の
地
下
50
～
２
８
０
ｍ

の
深
さ
。

問　

北
陸
新
幹
線
は
ど
の
地
層
を
通
る
の

か
。

答　

概
ね
第
２
層
～
３
層
。

要
望　

同
じ
層
を
通
る
こ
と
を
危
険
視
す

る
。
交
野
の
水

を
守
る
よ
う
要

望
す
る
。

農
業
振
興

に
つ
い
て

問　

農
業
が
継

続
で
き
な
く
な

る
ケ
ー
ス
は
今
後
増
加
す
る
と
考
え
る
が
、

市
民
が
手
伝
う
こ
と
は
可
能
か
。

答　

農
業
者
が
作
付
け
計
画
や
栽
培
方
針

を
決
め
、
指
示
に
基
づ
い
て
作
業
を
頼
む

事
に
規
制
は
な
い
。

問　

本
市
は
農
業
者
を
直
接
支
援
す
る
政

策
が
な
い
。
寝
屋
川
市
の
よ
う
に
レ
ン
ゲ

農
地
を
市
民
に
開
放
す
る
こ
と
を
条
件
に

し
た
補
助
金
は
ど
う
か
。

答　

農
業
者
の
意
向
を
確
認
し
つ
つ
検
討

す
る
。

要
望　

市
が
農
業
を
応
援
す
る
姿
勢
を
見

せ
て
ほ
し
い
。

不
登
校
・
長
期
欠
席
の
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

問　

不
登
校
支
援
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
予
定
は
あ
る
か
。
そ
の
内

容
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
情
報
は
入
る

か
。

答　

委
員
会
の
提
言
を
受
け
て
作
成
の
予

定
。
内
容
は
検
討
中
。

要
望　

調
布
市
や
枚
方
市
を
参
考
に
民
間

情
報
も
組
み
込
む
こ
と
を
要
望
。

そ
の
他

住
宅
団
地
再
生
推
進
モ
デ
ル
事
業
、
星
田

北
地
域
に
つ
い
て

に
じ
い
ろ 

　

　 

対
話
の
会

松村　紘子

安部　敬子

【
背
景
・
課
題
】

・�

バ
ス
利
用
者
数
の
減
少
と
、
人
材
不
足
に

よ
り
、
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、
赤

字
事
業
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

　

�

ま
た
、
通
勤
等
に
よ
る
住
宅
地
と
鉄
道
駅

と
の
移
動
と
し
て
の
通
勤
交
通
中
心
か
ら
、

買
い
物
・
通
院
・
趣
味
活
動
等
の
た
め
の

生
活
交
通
中
心
に
変
化
し
て
い
る
。

【
市
へ
の
提
言
（
抜
粋
・
要
約
）】

・�

朝
夕
の
通
勤
交
通
、
日
中
の
生
活
交
通
、

交
野
市
の
地
域
的
・
地
形
的
特
性
の
３
つ

の
ニ
ー
ズ
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
よ
り
効

率
的
で
よ
り
便
利
な
公
共
交
通
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

・�

最
適
化
さ
れ
た
公
共
交
通
を
目
指
し
て
、

「
多
様
な
公
共
交
通
の
特
色
と
、
本
市
の

地
域
的
・
地
形
的
特
性
な
ど
の
有
効
な
組

み
合
わ
せ
の
検
討
を
、
経
済
性
を
考
慮
し

な
が
ら
進
め
る
こ
と
。」
を
求
め
る
。

【
背
景
・
課
題
】

・�

近
年
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
達
が
増
え

て
い
る
。
多
様
な
学
び
の
機
会
を
ど
の
よ

う
に
子
ど
も
達
に
提
供
し
て
い
く
の
か
な

ど
委
員
会
と
し
て
考
え
た
。
交
野
市
の
支

援
の
仕
組
み
・
取
組
み
を
聞
き
取
り
、
市

内
小
中
学
校
や
先
進
市
へ
の
視
察
を
し
た

こ
と
で
、「
交
野
市
で
も
長
年
に
わ
た
り
、

先
進
的
な
支
援
に
係
る
取
組
み
」
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
方
で
良
い

支
援
が
学
校
単
位
で
あ
る
こ
と
、
人
員
配

置
な
ど
課
題
も
見
受
け
ら
れ
た
。

【
市
へ
の
提
言
（
抜
粋
・
要
約
）】

・�「
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
専
任

制
へ
」、「
校
内
教
育
支
援
員
を
必
要
に
応

じ
配
置
」、「
空
き
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
」、「
支
援
ル
ー
ム
へ
の
体
制
整
備
」、「
不

登
校
支
援
の
制
度
等
の
冊
子
作
成
」、「
市

内
各
校
で
同
じ
水
準
の
支
援
体
制
の
整

備
」
の
６
つ
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

―�

学
校
で
の
多
様
な
学
び
の
機
会
の

確
保
に
つ
い
て

都
市
環
境
福
祉
常
任
委
員
会

―�

多
様
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
振
興
・

�

教
育
行
政
に
つ
い
て　
ほ
か

市民活動ルーム
「みんカフェ」

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）



かたの市議会だより（6）

一般質問（令和７年第３回議会定例会）

問　

こ
の
と
こ
ろ
議
会
軽
視
と
も
と
れ

る
議
会
対
応
が
続
い
て
い
る
が
市
の
姿

勢
と
今
後
の
対
応
は
？

答　

認
識
が
不
十
分
で
あ
っ
た
反
省
を

踏
ま
え
、
再
発
防
止
の
取
組
み
と
し
て
、

情
報
共
有
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

し
っ
か
り
と
説
明
で
き
る
よ
う
研
鑽
を

図
り
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
に
つ
い
て

問　

交
野
市
議
会
で
は
、
先
日
、
議
員

提
出
議
案
と
し
て
交
野
市
議
会
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
条
例
が
可
決
さ
れ
た
。
交

野
市
に
お
い
て
は
既
に
交
野
市
職
員
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
指
針
が
策
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
相
談
内
容
が
他
に
漏

れ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
対
策
は

取
っ
て
い
る
か
？

答　

機
密
漏
示
を
唆
す
行
為
に
つ
い
て

も
懲
戒
処
分
な
ど
が
あ
り
得
る
こ
と
を

本
市
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
指
針
に
お
い

て
明
示
す
る
な
ど
検
討
す
る
。

問　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
処
理
委
員
会
が
市

の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
内
部
の
職

員
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
弁
護
士

や
社
会
労
務

士
な
ど
第
三

者
で
構
成
す

べ
き
と
考
え

る
が
？

答　

有
効
な

手
段
の
一
つ
だ
と
考
え
る
が
、
財
政
的

な
負
担
な
ど
の
課
題
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
調
査
研
究
を
し
て
ま

い
り
た
い
。

第
一
中
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て

問　

万
博
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
パ
ビ
リ

オ
ン
を
活
用
し
て
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
や
子
ど
も
の
遊
び
場
を
つ
く
る

と
し
て
い
る
が
、
パ
ビ
リ
オ
ン
は
小
さ

な
建
物
の
集
合
体
。
一
体
の
建
物
で
整

備
し
た
場
合
と
の
費
用
比
較
は
し
て
い

る
の
か
？

答　

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
課
題
は

あ
る
も
の
の
、
建
替
え
の
予
定
は
な
く
、

比
較
は

し
て
い

な
い
。

意
見　

整
備
費

用
の
説

明
が
な

い
。
パ

ビ
リ
オ

ン
あ
り

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
つ
く
る
と
し
て

い
る
が
、
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
な
ど
の
検

討
は
し
た
の
か
？

答　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
再
整
備
等
が
必

要
と
考
え
検
討
し
て
い
な
い
。

意
見　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
あ
り
き
で
利
用

者
が
限
定
的
。
様
々
な
活
用
の
検
討
を

し
て
い
な
い
。

ド
ロ
ー
ン
対
策
に
つ
い
て

問　

ド
ロ
ー
ン
へ
の
対
応
は
、
災
害
対

策
を
含
め
、
市
政
に
お
い
て
必
須
か
つ

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
市
の
対
応
は
？

答　

大
規
模
災
害
時
の
広
範
囲
な
活
用

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
整
備
に
つ
い

て
早
急
に
検
討
し
、
平
時
に
お
け
る
市

有
地
の
開
放
な
ど
の
ル
ー
ル
も
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
他
の
自
治
体
等
を
参

考
に
し
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

意
見　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
、
災
害
時

の
み
な
ら
ず
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
も
有
用
で
あ
り
、
先
進
事
例
を

参
考
に
早
期
の
整
備
の
要
望
を
し
て
お

く
。そ

の
他
の
質
問

・
防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
に
つ
い
て

・
今
後
の
水
道
料
金
に
つ
い
て

未
来
創
生
会

松本　直高

野口　陽輔

黒田　　実

■議会の役員と各委員会の委員

議　長：坂本　　顕　　副議長：皿海　ふみ

監査委員（議会選出）：松村　紘子

委員会名 委員長 副委員長 委　員

議会運営
委員会

黒田
岡田

（智）

中谷・松永�

藤田・安部
総務文教
常任委員会

岡田

（伴）
山下

三浦・黒田・松永�

皿海・松村・岡田（智）
都市環境福祉
常任委員会

中谷 藤田
野口・松本・安部�

堀・坂本

■議会選出の派遣議員・委員

四條畷市交野市清掃施設組合議会
野口・松本・藤田�

安部・松村・堀
北河内 4市リサイクル施設組合議会 黒田・岡田（智）

東部大阪治水対策促進議会協議会
三浦・松永�

岡田（伴）
片町線複線化促進期成同盟会 中谷・坂本

交野市都市計画審議会
三浦・松本・藤田�

安部・岡田（伴）

交野市基本構想審議会
山下・野口・皿海�

松村・堀

議
会
対
応
に
つ
い
て　
ほ
か

第一中学校跡地のより
具体的な活用図



かたの市議会だより（7）

一般質問（令和７年第３回議会定例会）

問　

大
阪
府
の
条
件
で
あ
る
沿
道
の
街
づ

く
り
を
実
施
し
た
場
合
、
老
朽
化
の
進
む

現
環
境
部
施
設
の
建
替
え
or
乙
辺
へ
の
移

転
、
ま
た
、
し
尿
共
同
処
理
の
継
続
は
可

能
か
？

答　

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
大
型
駐
車

場
の
整
備
と
す
る
な
ら
不
可
能
。

問　

条
件
ク
リ
ア
の
可
能
性
と
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

答　

条
件
ク
リ
ア
は
本
市
に
と
っ
て
著
し

く
不
利
、
ク
リ
ア
の
可
能
性
は
極
め
て
厳

し
い
。
本
市
が
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
道

路
整
備
を
行
う
事
で
、
道
路
整
備
の
効
果

を
市
民
の
皆
様
に
お
示
し
で
き
る
。

寺
作
業
所
跡
地
と
一
中
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て

問　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
移
転
に
至
っ
た
経
緯

は
？

答　

安
全
性
や
稼
働
率
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
経
営
会
議
を
経
て
寺
作
業
所
へ

集
約
の
方
向
で
整
理
。

問　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
の
約
束
に
つ
い

て
、
市
長
は
ど
う
す
べ
き
と
考
え
る
か
？

答　

整
備
の
約
束
に
つ
い
て
は
守
る
べ
き
。

ま
た
、
寺
作
業
所
に
移
転
す
る
と
な
る
と
、

実
質
約
10
億
円
の
負
担
と
な
る
た
め
、
緊

自
債
を
活
用
で

き
る
今
年
度
に

一
中
跡
地
に
整

備
を
図
っ
た
。

問　

私
部
公
園

の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
今
後
に
つ

い
て
、
現
状
交
野
市
に
無
い
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
は
ど
う
か
？

答　

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
の
整
備
も
含
め

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

一
中
跡
地

に
つ
い
て
、
市

民
の
方
々
よ
り

解
体
前
に
内
覧

や
イ
ベ
ン
ト
を

や
り
た
い
と
聞

く
が
市
と
し
て

の
考
え
は
？

答　

地
域
の
皆

様
と
調
整
が
合

え
ば
内
覧
の
可

能
性
も
あ
る
。

宿
泊
機
能
を
有
す
る
災
害
用
軽

自
動
車
の
購
入
に
つ
い
て

問　

通
常
の
車
両
更
新
と
災
害
用
軽
自
動

車
に
か
か
る
実
質
負
担
額
は
？

答　

通
常
の
車
両
更
新
は
１
台
約
１
５
０

万
円
、
災
害
用
自
動
車
は
事
業
債
を
活
用

し
約
79
万
円
。

問　

平
時
の
使
用
は
可
能
か
？

答　

機
材
の
取
り
外
し
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
平
時
は
軽
バ
ン
と
し
て
使
用
可
能
。

問　

一
中
跡
地
活
用
の
方
針
は
。

答　

一
中
跡
地
は
地
域
防
災
拠
点
と
し
、

校
舎
部
分
は
避
難
所
機
能
を
有
し
た
防
災

施
設
へ
。
運
動
場
部
分
は
平
時
、
子
ど
も

子
育
て
施
策
推
進
エ
リ
ア
と
し
て
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
パ
ビ
リ
オ
ン
・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
へ
。
発
災
時
に
は

一
時
避
難
所
や
物
資
置
場
、
車
中
泊
ス

ペ
ー
ス
な
ど
で
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
る
。

意
見　

一
中
跡
地
活
用
は
単
に
防
災
拠
点

と
な
る
施
設
で
な
く
、
複
合
施
設
と
い
う

複
雑
な
事
業
だ
。
全
体
の
基
本
計
画
が
示

さ
れ
な
い
な
か
個
別
に
進
め
る
こ
と
は
適

切
で
な
い
。
全
体
の
基
本
計
画
を
示
す
こ

と
を
求
め
る
。

外
出
支
援
策
に
つ
い
て

問　

私
市
山
手
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
等

に
と
っ
て
急
な
坂
の
上
り
下
り
が
困
難
と

な
っ
て
お
り
、
坂
の
多
い
地
域
特
有
の
課

題
解
消
が
求
め
ら
れ
る
。
関
連
部
局
が
連

携
し
、
地
域
と
共
に
課
題
解
決
へ
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答　

課
題
検
証
や
課
題
解
決
に
向
け
た
検

討
は
可
能
。
引
き
続
き
連
携
し
検
討
す
る
。

自
衛
隊
へ
の

名
簿
提
供
に

つ
い
て

問　

大
学
生
な

ど
に
自
衛
官
募

集
の
案
内
が
届
い
て
い
る
。
市
は
、
自
衛

隊
に
個
人
情
報
を
提
供
し
て
い
る
の
か
。

答　

自
衛
隊
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
、
住

民
基
本
台
帳
か
ら
募
集
対
象
者
の
住
所
な

ど
必
要
な
情
報
を
電
子
デ
ー
タ
で
提
供
し

て
い
る
。

問　

住
民
基
本
台
帳
法
で
は
、
国
の
機
関

等
は
台
帳
を
閲
覧
で
き
る
が
、
市
が
名
簿

デ
ー
タ
を
提
供
で
き
る
規
定
は
な
い
。
法

違
反
で
は
？

答　

令
和
３
年
に
防
衛
省
・
総
務
省
か
ら

「
自
衛
官
募
集
対
象
者
の
情
報
提
供
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
上
、
特
段
問
題
は
な

い
」
と
通
知
さ
れ
た
。

意
見　

国
の
通
知
は
法
的
根
拠
が
曖
昧
。

市
民
の
個
人
情
報
を
守
り
、
名
簿
提
供
は

中
止
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

浸
水
対
策
、
市
役
所
窓
口
時
間
の
変
更
に

つ
い
て

チ
ー
ム
　
　
　

み
ん
な
の
交
野

松永　隆太

坂本　　顕

日
本
共
産
党

藤田　茉里

皿海　ふみ

天
の
川
磐
船
線
に
つ
い
て　
ほ
か

一中跡地廃校舎

第
一
中
学
校
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て　
ほ
か

窓口開庁
時間変更
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その他の議案

案　件　名 概　要 本会議
結果

選１号 交野市議会議長の選挙 「坂
さかもと

本 顕
あきら

」議員が当選 当選

選２号 交野市議会副議長の選挙 「皿
さらがい

海 ふみ」議員が当選 当選

議82号 監査委員の選任 「松
まつむら

村 紘
ひろ

子
こ

」氏の選任 同意◎�
※1

交野市議会議会運営委員会の委員の定数 議会運営委員会の委員の定数を７名とするもの 決定

交野市議会議会運営委員会の委員の選任 （Ｐ6「議会の役員と各委員会の委員」を参照） 選任

交野市議会常任委員会の委員の選任 　　　　　　　　　　〃 選任

選３号 四條畷市交野市清掃施設組合議会の議員の
選挙 （Ｐ6「議会選出の派遣議員・委員」を参照） 当選

選４号 北河内４市リサイクル施設組合議会の議員
の選挙 　　　　　　　　　　〃 当選

議会選出の派遣委員の選任 　　　　　　　　　　〃 選任

議席の変更 議長の選挙に伴い、議席を変更するもの 決定

報９号 令和６年度交野市一般会計継続費精算報告書 （仮称）交野みらい学園整備事業について、継続費の実績を報告するもの 報告

報10号 令和６年度交野市健全化判断比率の報告 実質赤字額なし、連結実質赤字額なし、実質公債比率5.2％、将来負担
比率48.5％ 報告

報11号 令和６年度交野市水道事業会計資金不足比
率の報告 資金剰余額が生じることにより資金不足がなく、資金不足比率なし 報告

報12号 令和６年度交野市下水道事業会計資金不足
比率の報告 資金剰余額が生じることにより資金不足がなく、資金不足比率なし 報告

報13号 専決処分事項報告について（和解及び損害
賠償の額の決定）

救急出動中に、救急自動車が相手方住宅の外壁等に接触し破損させた件
における示談成立 報告

報14号 専決処分事項報告について（和解及び損害
賠償の額の決定）

相手方駐車場にて、公用車がスロープに接触し損傷させた件における示
談成立 報告

議62号 教育委員会委員の任命 任期満了に伴う「長
は

谷
せ

川
がわ

 深
み

雪
ゆき

」氏の再任 同意◎

議63号 固定資産評価審査委員会委員の選任 任期満了に伴う「小
こばやし

林 文
ふみひろ

裕」氏の再任 同意◎

議員５号 交野市議会ハラスメント防止条例の制定に
ついて （P2～3「交野市議会ハラスメント防止条例について」を参照） 可決◎

議員の派遣 副議長の職にある議員の派遣ほか 決定

議会運営委員会の所管事務調査 閉会中の継続調査の申し出 決定

常任委員会の所管事務調査 閉会中の継続調査の申し出 決定

※案件番号の「議」は議案、「選」は選挙、「報」は報告、「議員」は議員提出議案を意味します。
※結果欄の「継続」は閉会中に常任委員会で継続審査することを意味します。
※結果欄の「◎」は満場一致、「○」は賛成多数を意味します。
※1 地方自治法第117条の除斥の規定により、松村紘子議員は採決に参加していません。

議会で決めたこと

賛否の分かれた案件の議決結果
賛否の状況（○賛成　×反対）

公明 未来 み交 共産 対話 維新 み交

案　　　件　　　名 三
浦

山
下

中
谷

野
口

黒
田

松
本

松
永

皿
海

藤
田

安
部

松
村

岡
田（
伴
）

堀
岡
田（
智
）

坂
本

（議案第77号）令和７年度交野市一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
※1

※�「公明」は公明党、「未来」は未来創生会、「み交」はチームみんなの交野、「共産」は日本共産党、�
「対話」はにじいろ対話の会、「維新」は大阪維新の会です。
※1 坂本議員は議長として立場上、採決には参加していません。
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令和７年第３回議会定例会（９月１日～10月１日）

総務文教常任委員会に付託した議案

案　件　名 概　要 委員会
結果

本会議
結果

議64号 令和６年度交野市一般会計歳入歳出決算認
定

歳入総額393億8,352万８千円、歳出総額389億1,898万１千
円 継続 継続

議67号 令和６年度交野市公共用地先行取得事業特
別会計歳入歳出決算認定 歳入総額２億4,840万円、歳出総額、２億4,840万円 継続 継続

議77号 令和７年度交野市一般会計補正予算（第３
号）

歳入歳出それぞれ３億5,006万８千円の増額補正（青年の家
トイレ改修事業ほか）、繰越明許費の設定、債務負担行為の追
加並びに地方債の追加変更及び廃止

可決〇 可決〇

都市環境福祉常任委員会に付託した議案

案　件　名 概　要 委員会
結果

本会議
結果

議65号 令和６年度交野市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定 歳入総額72億5,472万２千円、歳出総額72億4,277万円 継続 継続

議66号 令和６年度交野市介護保険特別会計歳入歳
出決算認定 歳入総額71億2,198万３千円、歳出総額71億800万６千円 継続 継続

議68号 令和６年度交野市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定 歳入総額19億7,472万４千円、歳出総額19億668万８千円 継続 継続

議69号 令和６年度交野市水道事業会計決算認定 総事業収益15億5,702万1,345円、事業費用13億4,128万
8,476円、純利益２億1,573万2,869円 認定◎ 認定◎

議70号 令和６年度交野市下水道事業会計決算認定 総事業収益15億1,167万8,151円、事業費用12億2,677万259
円、純利益２億8,490万7,892円 認定◎ 認定◎

議71号
交野市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例

国の「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」
の一部改正に伴う所要の改正 可決◎ 可決◎

議72号 交野市放課後児童会条例の一部を改正する
条例 令和８年度から放課後児童会の月額会費を増額改定するもの 可決◎ 可決◎

議73号
交野市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する
条例

国の「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」の一
部改正に伴う所要の改正

可決◎ 可決◎

議74号
交野市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

国の「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特
定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準」の一部改
正に伴う所要の改正

可決◎ 可決◎

議75号
令和６年度交野市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分

令和６年度決算における未処分利益剰余金の残高30億6,467
万9,326円のうち、４億円を減債積立金に積み立て、26億
1,315万5,853円を資本金へ組み入れるもの

可決◎ 可決◎

議76号 令和６年度交野市下水道事業会計未処分利
益剰余金の処分

令和６年度決算における未処分利益剰余金の残高10億6,619
万824円のうち、１億円を減債積立金に、１億円を建設改良
積立金に積み立てるもの

可決◎ 可決◎

議78号 令和７年度交野市国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ261万４千円の増額補正（市役所本館耐震
化工事に伴う市民部執務室仮移転事業ほか）及び債務負担行
為の追加

可決◎ 可決◎

議79号 令和７年度交野市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ234万３千円の増額補正（市役所本館耐震
化工事に伴う市民部執務室仮移転事業） 可決◎ 可決◎

議80号 令和７年度交野市水道事業会計補正予算
（第２号）

支出（一般会計への繰出金）の１億円の増額、企業債の追加
及び債務負担行為の補正

可決◎ 可決◎

議81号 令和７年度交野市下水道事業会計補正予算
（第２号）

支出（一般会計への繰出金）の１億円の増額及び債務負担行
為の追加

可決◎ 可決◎

議会で決めたこと



総務文教常任委員会

議会運営委員会

都市環境福祉常任委員会

全員協議会 広報委員会

・ハラスメント防止講演会〈講師：弁護士　中村　健人　氏〉
・交野市議会ハラスメント防止条例について
・令和７年第３回議会定例会の運営について　ほか

・多様な公共交通のあり方について
・交野市高齢者保健福祉計画及び第10期介護保険
　事業計画について　ほか

・学校での多様な学びの機会の確保について

・議会だよりの発行について　ほか
・救急の現状と消防広域化について
・基幹相談支援センターの方向性について　ほか

7月10日、7月24日開催7月10日、7月24日開催

7月9日、8月13日開催7月9日、8月13日開催

7月15日、7月29日開催7月15日、7月29日開催

6月23日、7月11日開催6月23日、7月11日開催

7月30日開催（講演会）7月30日開催（講演会） 6月25日、7月15日、8月19日、8月25日開催6月25日、7月15日、8月19日、8月25日開催

次回定例会の予定
～議会の傍聴にお越しください～

閉会中（６月25日～８月31日）の主な委員会等活動

11月21日（金）議会運営委員会
11月28日（金）本会議（議案上程）
12月４日（木）議会運営委員会
12月８日（月）～10日（水）本会議（一般質問）
12月12日（金）総務文教常任委員会
12月15日（月）都市環境福祉常任委員会
12月23日（火）本会議最終日（委員長報告・採決）
※掲載している議会日程はあくまでも予定であり、変更の可能性があります。


